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教授 前平泰志 比較社会教育論 前期
生涯教育学研究 1• I 前期・後期
生涯教育学演習 1.I 前期・後期
教授 川崎良孝 図書館情報学特論E 前期
図書館情報学演習 1• I 前期・後期
助教授 渡遠洋子 生涯教育学講読演習 I 前期
生涯教育学研究 1• I 前期・後期
生涯教育学演習 1• I 前期・後期
講師 佐久間孝正 生涯教育学特論 I 後期集中
講師 山口源治郎 図書館情報学特論E 前期集中
《学部》
教授 前平泰志 相関教育システム論基礎演習llA 前期
同和・人権教育論 後期
生涯学習概論E 後期
生涯教育・図書館情報学専門ゼミナール 1• I 前期・後期
教授 川崎良孝 図書館資料論 前期
相関教育システム論基礎演習llB 後期
生涯教育・図書館情報学専門ゼミナール 1• I 前期・後期
助教授 渡遠洋子 生涯学習概論 I 前期
生涯教育・図書館情報学専門ゼミナール 1• I 前期・後期
教育研究入門I (リレー方式) 後期
偏見・差別・人権B (全学共通科目、リレー方式)後期
講師 国生 寿 社会教育計画論 1• I 前期・後期
講師 山田礼子 生涯教育学・図書館情報学講読演習 1• I 前期・後期
講師 志保田務 資料組織論 前期
資料組織論演習 1• I 前期・後期
講師 塩見 昇 図書館経営論 前期
講師 山本昭和 図書館サービス論 前期
講師 川崎佳代子 読書と豊かな人間性 前期集中
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・生津 知子(生涯教育学)口頭発表:iイギリス U3A(The University of the Third Age) 
の発展経緯と現状J(日本社会教育学会、 2003年 9月)
口頭発表:r高齢者の学習活動の社会福祉的意義一一イギリス U3A(The University of 
the Third Age)の『サードエイジ』概念を手がかりに一一J(日本社会福祉学会、 2003年
10月)
・倉知 典弘(生涯教育学)論文:手島精一の「社会教育」論の検討一一実業教育と社会教育
の関連に関して (r京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究』第 2号、 2003年 3月)
【修士課程】
坂上 未希(専修コース)翻訳書:トニ・セイメック著、川崎良孝・坂上未希訳『図書館の
目的をめぐる路線論争一一アメリカ図書館界における知的自由と社会的責任 1967-1974 
年」京都大学図書館情報学研究会、 2003年10月
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4.共同研究「高齢期の社会・文化活動に関する研究」
2004年2月5日、京都大学大学院教育学研究科・生涯教育学講座では、株)JTBの受託研究
を受け、同年3月より「高齢期の社会・文化活動に関する研究」を開始すると発表した。この
研究では高齢者を中心に知を愛する人びとが、大学での最前線の研究を行っている教官が、と
もに緩急の面白さを語り合いながら、学びの喜びを共有する途を探ることとされている O 具体
的には、①シニア世代の参加者が講義などキャンパスライフを体験する「京都大学シニアキャ
ンパス」、②民間施設を利用して実施する特別講義「京都大学inJTBカルチャーサロンJ(仮
称)、③シニア世代の「学び」に関するアンケート調査・分析、などが計画されている。
5. ASPBAEワークショップへの参加
2003年1月26-31日、 ASPBAE(アジア南太平洋成人教育協議会)主催の「地域基礎リー
ダーシップ開発ワークショップ」がダッカ(パングラデッシュ)で開催され、本学生涯教育講
座より院生の吉田正純・安川由貴子の両名が参加した。このワークショップでは南アジア・東
南アジア・南太平洋・中央アジア・東アジア各地から約30名の成人コミュニティ教育実践家が
参加した。そこではジェンダー・平和教育・アドヴォカシー・ IT技術といったテーマで活発
な討議が重ねられたほか、各地での実践の経験共有やワークショップの方法の検討など、今後
のコミュニティやNGOの現場での成人教育の実践と原理に結び、ついた議論がなされた。
6.研究会など
・「地域通貨」研究会
・ r学びの文化」研究会
.SDL研究会
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